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厚生年金基金脱退および特別損失発生の見込みに関するお知らせ 

 当社は、現在加入している東京実業厚生年金基金より脱退することを本日開催の取締役会にお

いて決議いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 

１．脱退の理由 

当社は、従業員の福利厚生の充実を図るため総合型基金の東京実業厚生年金基金に加入してお

りますが、下表のとおり、同基金の財政状況は悪化傾向にあります。そのため、当社は、今後の

同基金の年金資産の運用状況に伴う財務面でのリスクの増加を回避するため本日開催の取締役会

において、同基金を脱退することを決定いたしました。 

 なお、下表のうち、平成 22 年 3 月 31 日現在および平成 23 年 3 月 31 日現在の数値は全て、第

67 期（平成 23 年 4 月１日－平成 24 年 3 月 31 日）有価証券報告書「第５ 経理の状況 １連結

財務諸表等【連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項】（退職給付関係）」にて既に開示

しているものであり、平成 24 年 3 月 31 日現在の数値は、平成 24 年 10 月 1 日付の同基金からの

「年金資産積立状況等報告書」によるものです。 

 平成 22 年 3 月 31 日 

現在 

平成 23 年 3 月 31 日 

現在 

平成 24年 3月 31日

現在 

年金資産の額（千円） 136,596,928 126,402,288 120,257,256

年金財政計算上の給付債

務の額（千円） 
191,928,076 187,829,414 184,825,560

差引額（千円） △55,331,147 △61,427,125 △64,568,303

制度全体に占める当社グ

ループの掛金拠出割合 
1.65%(※1) 1.66%(※2) 1.64%(※3)

※1 平成 21 年 4 月 1 日から平成 22 年 3 月 31 日までの平均 

※2 平成 22 年 4 月 1 日から平成 23 年 3 月 31 日までの平均 

※3 平成 23 年 4 月 1 日から平成 24 年 3 月 31 日までの平均 

 

 

 



 

２．脱退の時期 

東京実業厚生年金基金からの脱退は、同基金の代議員会（平成 25 年 2 月開催予定）の同意及び

厚生労働省の認可を得る必要があることから、脱退年月日は現在未定です。 

 

 

 

３．脱退に伴う費用の発生と業績に与える影響 

東京実業厚生年金基金における平成 24 年 3 月 31 日を基準日とした年金資産の額から年金財政

計算上の給付債務の額を差し引いた不足額は 64,568 百万円であり、これに制度全体に占める当社

グループの掛金拠出割合を乗じた額は約 1,058 百万円となります。 

平成 25 年 2 月開催予定の同基金定例代議員会において、当社の同月末における同基金からの脱

退が承認されることを想定し、同基金に対して納付する脱退時特別掛金見込額として、上記算定

結果の約 1,058 百万円を平成 25 年 3 月期第 2 四半期に特別損失として計上する予定であります。

最終確定金額につきましては、確定次第、改めてお知らせいたします。 

なお、同基金脱退に伴う特別損失発生の見込みを理由とする配当予想の修正は、ございませ

ん。 

平成 25 年 3 月期の業績予想につきましては、本日付「業績予想の修正に関するお知らせ」をご

参照ください。 

 

 

 

以  上 

 


